
府中市総合計画重点プロジェクト（府中市まち・ひと・しごと創生総合戦略）推進協議会　外部評価シート

担当課
R7年度における事業の位

置付け
協議会評価 評価の理由

B 現状のまま継続
新型コロナウイルスの対応を生かし、新たな感染症に備えるために計画を見直すことは重要である。しか

し、どのように重点化・拡大していくのかが不明瞭であり、現状のまま継続で良いと考える。

A 重点化・拡大して継続
適切に事業を実施している。これまでの取り組みについて振り返りを行い、また、国や東京都との連携に

よる効果的な感染症対策事業の実施を期待する。

C 見直して継続
コロナ禍においては、一定の役割を果たしてきた。感染症法上の位置づけが変更されたが、今後も高齢

者の感染拡大防止のためには感染状況を踏まえつつ規模などを見直して継続することが妥当である。

C 見直して継続 疾病対策の状況や感染状況を鑑みた事業のあり方について継続して検討いただくことを期待する。

A 重点化・拡大して継続

予期せぬ大規模地震が能登半島で発生し、改めて日々の暮らしの中での災害への備えに対する意識

啓発を、多様な形態により個人・組織の双方レベルから図っていくことが一層重要となる。担当課の考え

のとおり、重点化・拡大することが望ましい。

A 重点化・拡大して継続

適切に事業を実施している。災害への備えは日頃の訓練があってのものであると思いうので、引き続き、

高齢者や子ども・子育て世帯に加え、府中市在住の外国人に向けても防災意識の啓発・訓練機会の

提供など検討・実施いただくことを期待する。

B 現状のまま継続 適切に対応しているため、現状のまま継続してもらいたい。

B 現状のまま継続

適切に事業を実施している。災害時の通信手段については、通信相手とどのように連携するかなどの他

の組織との日頃からの連携も必要であると思うので、引き続きの検討及び具体的な手段の確立を早期

に実施していただくことを期待する。

【質問：災害時の通信手段とは、具体的にどのような組織と何をやり取りされることを想定されている

のか。】

B 現状のまま継続 基本方針に基づき、老朽化対策を進めている。

B 現状のまま継続

適切に事業を実施している。今後実施予定の文化センターの老朽化対策においては、実施・着手済み

の文化センターの検討において得られた意見なども加味しながら、より良い老朽化対策を実施いただくこ

とを期待する。

B 現状のまま継続
この事業によって、「地域への愛着につながる」となっている。

【質問：「地域への愛着」につながったか否かの成果を、どのような指標で把握しているのか。】

B 現状のまま継続

適切に事業を実施している。各地域コミュニティの特性（域内の高齢者や児童の割合等）を鑑みたコ

ミュニティ活動を実施しており、引き続きコミュニティ活性化に効果的なイベント等の企画・開催を期待す

る。

介護保険課

健康推進課

地域コミュニティ課

地域コミュニティ課

健康推進課

防災危機管理課

C-1 見直して継続（見

直し・縮小）

災害時医療体制等整備

事業

B-1 現状のまま継続

（大幅な見直しは必要な

い）

B-1 現状のまま継続

（大幅な見直しは必要な

い）

B-1 現状のまま継続

（大幅な見直しは必要な

い）

コミュニティ圏域内地域交

流促進事業
7

5

防災危機管理課

文化センター

の在り方の検

討

A 重点化・拡大して継続

2
介護保険サービス事業者

の感染症対策事業

B-1 現状のまま継続

（大幅な見直しは必要な

い）

文化センターの老朽化対

策事業

B 現状のまま継続

B 現状のまま継続

適切に対応しているため、現状のまま継続してもらいたい。

適切に事業を実施している。昨今の物価高により、資材や備蓄品の調達コストの増大なども想定される

ため、市場動向を見定めつつ効果的な調達を実施し、備えていただくことを期待する。

【質問：備蓄品の入れ替え等においては、古い備蓄品の配布や処分はどのように実施されているか。

また、その配布や処分に伴う費用は事業費に織り込み済みか。】

4 防災意識啓発事業 A 重点化・拡大して継続

感染症対策

の充実

事務事業

1 感染症対策事業

6

①

3

防災資材等整備事業

（感染症対策物品）

（災害用備蓄品）

②
災害対策の

強化

プロジェクト
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目標 取組

地域交流と

支え合いのコ

ミュニティづくり

①

1
危機管理対

策の推進

２
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B 現状のまま継続

【質問：①介護予防教室と介護予防講座の参加者は、全員がそれまで「介護予防に取組んでいな

い高齢者」だったということか。②「地域包括支援センターにおける教室参加につなぐ」となっているが、

実際につながった人数のデータはどうなっているか。】

B 現状のまま継続

適切に事業を実施している。戦後のベビーブーマー世代が後期高齢者となり、介護予防の推進の重要

性が高まっているので、引き続きプロアクティブな事業の推進を期待する。

【質問：地域包括支援センターの、文化センター圏域への担当地域変更は本事業にどのような影響

（事業にとって良かった点、検討を要する点など）があったか。】

B 現状のまま継続 【意見：「困りごと相談会」に実際に相談に来た人の人数（実績データ）の記載がない。】

A 重点化・拡大して継続

適切に事業を実施している。地域の福祉の向上に向けては、地域住民自らによる課題解決が重要であ

り、引き続き、地域福祉の向上や、地域住民、各種機関等との連携促進に向けた事業推進を期待す

る。

B 現状のまま継続 【質問：相談した高齢者はどの程度「満足」しているのか。】

B 現状のまま継続

適切に事業を実施している。市内の高齢者数の増加に伴う要支援・要介護者や支援の必要な高齢

者が増えていることから、引き続き丁寧な事業の推進を期待する。

【質問：包括支援センターの、文化センター圏域への担当地域変更などは本事業にどのような影響

（事業にとって良かった点、検討を要する点など）があったか。】

B 現状のまま継続 計画通り進捗している。

B 現状のまま継続 適切に事業を実施している。

B 現状のまま継続 ごみ・資源物の適正な処理を継続している。

B 現状のまま継続

適切に事業を実施している。

【質問：整備事業に関する入札が不調となった要因についての分析を行われているかと思うが、入札

不調にともなう今後のごみ・資源の処理や整備事業へ想定される影響にはどのようなものがある

か。】

資源循環推進課

新庁舎建設推進

室

高齢者支援課

地域福祉推進課

高齢者支援課

３

暮らしに関わ

る施設の安

全対策の推

進

①

②

市庁舎建設

事業の着実

な遂行

リサイクルプラ

ザの整備
12

リサイクルプラザ管理運営

事業

B-1 現状のまま継続

（大幅な見直しは必要な

い）

B-1 現状のまま継続

（大幅な見直しは必要な

い）

B-1 現状のまま継続

（大幅な見直しは必要な

い）

A 重点化・拡大して継続

B-1 現状のまま継続

（大幅な見直しは必要な

い）

11

10

9

8

市庁舎建設事業の着実

な遂行

地域包括支援センター事

業

地域福祉コーディネーター

事業

介護予防推進センター事

業
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②

地域における

包括的な支

援体制の充

実
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